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はじめに

低層住宅建築工事現場は、作業環境が現場ごとに違うなど非定常作業
が多く、皆様の安全指導におかれても日々ご苦労されていることと思い
ます。

建設業の労働災害による死亡者数は、労働安全衛生法が制定された昭
和４７年から５０年余りを経て９割以上減少しましたが、未だ多くの方
が死傷しており、今後の更なる減少が求められています。

そこで当連合会では、会員企業の新しい労働災害防止対策への取り組
みに関する好事例を取りまとめた安全衛生ガイドを作成し、このたび公
表することとなりました。

本ガイドでは、会員企業各社における元請主導の自主的な安全活動に
より、具体的な成果を挙げた対策例などを取り上げ、とりわけ新しい科
学技術の活用や新たな規制への対応などを通じた先進的な安全衛生対策
の取り組みを紹介しています。

本ガイドが、皆様の低層住宅建築工事現場における安全衛生対策推進
の参考となれば幸いです。

令和７年７月

一般社団法人 住宅生産団体連合会

工事 CS・安全委員会
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Ⅰ．建設業の労働災害発生状況（最近は、顕著な下げ止まり）

建設業の労働災害による死亡者数は、ピークであった昭和 36 年の 2,652 人と比べ、
令和 6 年は 232 人と、この 60 数年間で 9 割以上も減少しました。ただ、未だ多くの
方が亡くなっており、今後の更なる減少が求められています。

最近の労働災害発生状況をみると、平成 23 年以降、建設業の休業 4 日以上死傷者数
は下げ止まり傾向が顕著に見受けられます。

出所：厚生労働省「死亡災害報告」

出所：厚生労働省「労災保険給付データ及び労働者死傷病報告（労災非適）」
　　　（平成 23年まで）、「労働者死傷病報告」（平成 24年以降）

労働災害が下げ止まっているということは、これまでのやり方だけではダメで、新し
いやり方が必要であることを物語っています。

建設業の休業 4 日以上死傷災害発生状況（平成 11 年～令和 6 年）

建設業の死亡災害発生状況の推移（昭和 34 年～令和 6 年）
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Ⅱ．今後の労働災害防止の４つの方向
それでは、新しいやり方には何があげられるのでしょうか？
そこには、４つの方向が考えられます。まず、最近の新しい科学技術を労働災害防止

に積極的に取り入れること。次に、労働安全衛生に関わる新たな規制に的確に対応する
こと。3 つ目には、低層住宅建築工事で繰り返し発生する災害への新しい対策を打ち出
すこと。そして４つ目には、最近の新たな安全問題である作業員の身体等の内的要因へ
の対策を講じることです。

それぞれの具体的な内容は以下のとおりです。

１．新しい科学技術の活用
最近の新しい科学技術で真っ先に思い浮かぶのは DX（Digital Transformation）です。
建設現場の DX 活用には、Web 活用、デジタル巡視、ドローン撮影、ＡＩ活用など、

デジタル技術を使って効果的・効率的に労働災害防止を進めることがあげられます。
DX 活用により、安全管理者が、現場の実態をより詳細に把握し、効果的な対策を打ち
出すことが期待されます。

２．新しい規制への対応
最近の労働安全衛生法の改正など新たな規制に的確に対応することが求められます。

① 化学物質の自律的管理
令和 5 年 4 月、改正労働安全衛生規則等の施行により、事業者による化学物質の自

律的管理が始まりました。本改正の経緯としては、化学物質による死傷災害の原因の多
くは化学物質関連規制の対象外となっており、本改正では、これら有害な化学物質を主
対象に、事業者が、リスクアセスメントの結果に基づき、自律的にばく露防止のための
措置を適切に実施する制度を導入するものです。

Web 活用 ドローン 遠隔デジタルカメラ



6

② 足場の点検者の指名
令和 5 年 10 月、改正労働安全衛生規則の施行により、足場の点検時には点検者の指

名が義務づけられました。具体的な内容は、作業開始前の足場点検、一部解体・変更後
の足場点検、足場組立後の点検者の氏名の記録・保存等です。

③ トラック荷台昇降設備の設置等
令和 5 年 10 月、改正労働安全衛生規則の施行により、積載荷重 2t 以上のトラック

を対象に、荷台昇降設備の設置、荷台上での保護帽の着用が義務づけられました。

④ デジタル巡視
令和 6 年 6 月、厚生労働省の通達 ( 基安安発 0628 第 1 号 ) により、労働安全衛生法

第 30 条における統括安全衛生管理業務の一つである「作業場所の巡視」が、これまで
目視に限られていたものが、これに定点カメラやモバイルカメラ等のデジタル技術を活
用した遠隔からの巡視が加わりました。

出所：厚生労働省ＨＰ
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000099121_00005.html）

＜見直し後の化学物質規制の仕組み（自律的な管理を基軸とする規制）＞

＜現在の化学物質規制の仕組み（特化則等による個別具体的規制を中心とする規制）＞

発がん性等が確認さ
れた物質について、
専門家の検討を経て
特化則に追加
※2007年以降29物質
　追加
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⑤ 熱中症対策
令和 7 年 6 月、改正労働安全衛生規則の施行により、事業者に熱中症対策が罰則付き

で義務付けられました。具体的な内容は次のとおりです。熱中症を生ずるおそれのある
作業（WBGT 値 28°C または気温 31°C 以上の作業場で、1 時間以上または 1 日 4 時間
以上の作業）を行う際、「熱中症の自覚症状がある作業員」、「熱中症のおそれがある作
業員を見つけた者」がその旨を報告するための体制（連絡先や担当者）を定め関係作業
員に周知すること。また、①作業からの離脱、②身体の冷却、③必要に応じて医師の受
診等、④緊急連絡体制構築等の熱中症の症状悪化防止措置や実施手順を定め、関係作業
者に周知すること。

⑥ 高年齢者対策
令和 7 年 5 月、労働安全衛生法が改正され、高年齢労働者の労働災害防止に必要な措

置の実施が事業者の努力義務となりました。令和 8 年 4 月に施行され、それまでに、厚
生労働省は令和 2 年 3 月に公表した「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドラ
イン（エイジフレンドリーガイドライン）」等に基づき当該措置に関する指針を公表し、
事業者はその指針に従い措置を講じていくようになります。

３．低層住宅建築工事の繰り返し災害への新しい対策
低層住宅建築工事において、これまでの対策では十分な効果が出ず、このため、現在

も繰り返し発生している労働災害が見受けられますが、それらには新しい対策が求めら
れています。繰り返し発生している労働災害は次のとおりです。

① 脚立からの墜落・転落
厚生労働省の第 14 次労働災害防止計画（令和 5 年度～ 9 年度）では、重点対策の一

つに作業者の行動に起因する労働災害が掲げられました。作業者の行動に起因する労働
災害には、例えば、墜落・転落災害では、法的に手すり、ネットなどの墜落防護対策が
必要な高所ではなく、低い所、しかし何かの上に乗らなければならない場所において、
作業員がバランスを崩して被災することなどがあげられます。低層住宅建築工事では脚
立からの墜落・転落災害が代表的なものです。

住宅生産団体連合会が毎年発表している「低層住宅の労働災害発生状況報告書」にお
いて、低層住宅建築工事の墜落・転落の起因物別データをみると、平成 20 年と平成 21
年は、足場からの墜落・転落の割合が、平成 20 年 28.8％、平成 21 年 25.8% と、両年
とも最も多かったですが、令和 4 年、令和 5 年になると、脚立からの墜落・転落の割合が、
令和 4 年 35.5％、令和 5 年 24.0% と最も多くなりました。今日では脚立からの墜落・
転落災害の防止がより重要な課題になっています。

出所：低層住宅の労働災害発生状況報告書（住宅生産団体連合会）
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② 低層住宅建築工事の繰り返し災害（脚立以外）
脚立以外にも、以下のとおり、低層住宅建築工事の繰り返し災害があげられます。こ

れらにも新しい対策が求められています。

４．作業員の内的要因への対策
平成 23 年からの死傷災害の下げ止まりには、作業員の内的要因が大きく関わってい

ることが考えられます。代表的なものには、高年齢者の加齢に伴う心身機能の低下、日
本語がよくわからない外国人、さらに、令和 6 年 4 月から働き方改革がスタートした中、
作業員の過度な疲労などもあげられます。

① 高年齢者（加齢に伴う心身機能低下）
少子高齢化の進展などにより現場で働く高年齢の作業員が増えていますが、加齢に伴

うバランス感覚、敏捷性、視力、筋力等の心身機能が低下し、それが原因で高年齢者の
労働災害発生率は高くなっています。

令和 5 年の年齢別・男女別の千人率（1 年間、労働者 1000 人あたり休業 4 日以上死
傷者数）をみると、男性では、1.93 と最も低い 30 代前半と比べ、60 代後半は 4.06 と
千人率が約 2 倍になっています。

切創災害　
　（電動工具：電動丸ノコなど） （手工具：カッター）

重機関連災害 つり荷の落下災害

熱中症災害 第三者災害
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② 外国人（日本語がよくわからない）
わが国で働く外国人労働者数は、平成 20 年の 48.6 万人から、令和 6 年には 230.3

万人と、この 16 年間で 4.7 倍増と大幅に増加しました。

建設業で働く外国人労働者の千人率（令和 3 年）は 8.5 と、建設業全体の 4.5 と比べ、
かなり高くなっています。

この原因は、日本語がよくわからず、安全指示などが伝わらないこと、文化の違いで
日本の仕事の進め方が十分に理解できないことなどがあげられます。

年齢別・男女別　千人率（令和 5 年）

在留資格別外国人労働者数の推移（平成 20 年〜令和 6 年）

データ出所：千人率 =労働災害による死傷者数 /平均労働者数× 1,000
　　　　　：死傷者数・・・労働者死傷病報告（令和 5年）
　　　　　※　新型コロナウィルス感染症へのり患によるものを除く
　　　　　：労働者数・・・労働力調査（年次・2023年・基本集計第 I-2 表　役員を除く雇用者）

出所：厚生労働省「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（令和 6年 10月末現在）」
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このような背景の下、令和 6 年 4 月、建設業の働き方改革がスタートしました。主な
改革は法規制による労働時間の制限です。

なぜ、労働時間の制限なのでしょうか。それは、長時間働くこと、いわゆる働き過ぎ
により、過度に疲れ、心と身体が病んでくるからです。また、疲労は、注意力、集中力
などの低下につながり、ヒューマンエラー災害の原因にもなります。このことを十分に
理解し、心身ともに疲れにくい現場づくりに取り組んでいかなければなりません。

以上、今後の労働災害防止の４つの方向をみてきましたが、次頁以降、これら課題の
解消に取り組んでいる住宅生産団体連合会会員企業の取り組み好事例を紹介します。

③ 疲労（心と身体の健康対策）
建設業は国土強靭化、住宅建設、これらの維持・修繕等、わが国の重要な役割を担い

続けていますが、他産業に比べ、慢性的な長時間労働が見受けられます。

業種別・在留資格別千人率※（令和 3 年）
全産業 製造業 建設業 商業 保険衛生業 接客娯楽業

全労働者（外国人労働者を含む） 2.7 2.6 4.5 2.0 2.5 2.4

外
国
人
労
働
者
を
含
む

専門的・技術的分野の在留資格 1.9 4.1 7.8 1.5 6.4 1.6
うち技術・人文知識・国際業務 1.3 3.1 4.0 1.2 6.1 1.7

特定活動 6.1 12.8 18.8 3.7 3.8 0.7
技術実習 5.4 6.0 7.5 2.8 3.4 2.1
資格外活動 0.8 3.3 10.6 0.6 3.7 0.4
身分に基づく在留資格 4.6 8.1 8.9 2.2 7.2 2.4

計 3.3 6.5 8.5 1.7 5.6 1.2
※年千人率　労働者 1,000 人当たり 1年間に発生する死傷者数

資料出所：「外国人雇用状況」、「労働災害発生状況」

出所：厚生労働省「外国人労働者安全衛生管理の手引き」

建設業の長時間労働　年間総実労働時間の推移

出所：総務省「労働力調査」（平成 29年）をもとに国土交通省作成



平成21年から下げ止まりの建設業の死傷災害

建設現場で起こる災害は繰り返し災害

原因のほとんどがヒューマンエラー

入場1週間以内に被災する傾向が大きい

現状 現状現場労働者への安全意識の浸透化をはかる

不安全行動防止
のために現場作業員
への意識改革
教育の必要性

ネットワーク上で
学習ができる動画

教育プラットフォーム
の必要性

作業員まで届きづらい元請け会社の集合教育

集合教育参加者は事業主・管理職・職長

集められない二次・三次以降の現場作業員

費用と時間がかかる集合教育集合教育からWEB講座運用へ

11

Ⅲ．各社労働災害防止の取り組み好事例

１. Web 配信による作業員等教育
Web 動画配信を活用し、直接、作業員を教育する取り組み事例です。作業員の安全

意識向上、ヒューマンエラー対策のための人間の行動特性の理解・促進、脚立、電動丸
ノコなど頻発災害の防止、新規入場者教育や特別教育などの法定教育等を題材に作業員
教育用の Web 動画を制作し本社からそれを配信する事例などが見受けられます。

【事例１】 スマホ配信・テストで理解度確認
協力会社の安全衛生教育を支援するため、動画教材による「Web 教育講座」を開設し、

全国の現場で働く職長、作業員を対象に、スマートフォンを使って、「ヒューマンエラー
対策」、「安全の基本」などを配信しています。1 コース 8 分程度と短時間で学ぶことが
でき、受講後は確認テストが行われます。労働災害につながりやすい「作業に集中する
と忍び寄る危険に気づかない」「とっさに動いてしまい自らの行動が止められない」な
ど人間の行動特性を十分に理解させ、不安全行動の抑止につなげています。時間と場所
を選ばずに受講できる点が特長です。

本教材のコンセプト

「ヒューマンエラー対策」各講座のテーマ

出所：労働新聞社「安全スタッフ」
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【事例２】 超時短教育！（1 分動画）
頻発している脚立からの墜落災害を防止するには、作業員が脚立を正しく使うことが

大切です。忙しい作業員でも受講が進むように 1 分動画を制作し配信しています。脚立
の正しい設置方法、脚立上での正しい姿勢のポイントをコンパクトにまとめています。

出所：労働新聞社「安全スタッフ」

ａ．脚立の置き方

ｂ．脚立の基本姿勢

「ヒューマンエラー対策」各講座のテキスト（例）



【事例３】 頻発災害対策（電動丸ノコ）
多発している電動工具災害を防止するため、「電動工具の誤った使用による危険性をいかに伝えるか」「自分にも起こりうる可能性

があることをいかに理解させるか」などを目的に、実際の災害事例を題材に注意すべきポイントなどを動画にまとめています。再現
された作業状況、被災状況を視聴することで自分ごとにとらえることを狙っています。社員支給の iPhone や iPad で視聴でき、作
業前に視聴することにより、KY 活動に盛り込むこともできます。

13
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法定教育
新規入場者教育、特別教育などの法定教育用動画を制作しています。動画制作により、

全国どこの現場でも、同じ水準、同じ内容の教育を受講することが可能になります。実
際の新規入場者教育では、この動画教材にその現場特有の安全対策のポイントを加える
ことにより、より実効性の高い教育を目指しています。

【事例４】 新規入場者教育

【事例５】 特別教育
（丸ノコ特別教育）（自由研削砥石特別教育）



【事例６】 自社社員オンライン教育
工事を担当する自社社員に対し、毎月、安全、CS、コンプライアンス等に関するテストを配信しています。

15



抽出の結果をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする

２. KY 活動アップデイト
毎日、現場では作業開始前に KY 活動が行われていますが、マンネリ化、形骸化の声が少なくありません。また、1 人での KY 活

動もありますが、効果的に行われていないおそれがあります。これらの課題を解消するための取り組み事例です。

【事例７】 KY 活動一元管理システム
KY 活動の水準向上のため、本社で一元的に KY 活動を管理する取り組みです。KY 活動にタブレット端末を使い、そこに現場に潜

む危険の選択肢などが示され、それにより効率的・効果的に KY 活動を行うものです。また、全国の KY 活動を一元的に管理するこ
とにより、どこの現場がどのような KY 活動を行っているか把握することができ、KY 活動の活性化につなげています。

16



出力例
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【事例８】 スマホ１人 KY
スマホを使って 1 人で KY 活動できるアプリを開発しています。そこには、危険の洗い出しのヒントなどのサポートメニュー等が

用意されています。
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【事例９】 本音の KY 活動
部材などの飛来・落下災害の発生率が高い足場作業、解体作業を対象に、本音の KY

活動ができるような研修を実施しています。「一呼吸運動」「声掛け運動」など、作業前
や作業間に一呼吸入れることにより、作業員の「気づき」を促し、不安全行動の未然防
止に努めています。本社安全担当部署が、各地域安全担当者にトレーナー育成研修を行
い、その研修を受講した安全担当者が職長、作業員に研修を行っています。

【事例 10 】 現場入場登録時に KY 情報提供
現場入場時、スマホでその現場に潜む危険情報をみることができます。画面上、該当

現場を選択すると、入場日と時刻が自動で入力され、その後、「登録」ボタンをタップし、
KY 情報などを確認し入場登録を完了します。
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脚立から墜落する危険

丸のこの反発（キックバック）
で手や足を負傷する危険

釘打ち機が作業前点検時や移動中
に作動し、手や足を負傷する危険

重機の旋回時に接触する危険

脚立から下りる際に踏板を踏
み外して墜落する危険

丸のこやグラインダに手など
が巻き込まれる危険

梱包材をカッターナイフで切
る時に手や足を切る危険

足場作業床から墜落する危険

KY 表示の例（38 事例より抜粋）



21

３．Web カメラ活用
【事例 11】 オンライン安全ミーティング

社員支給の iPad や iPhone、モバイルパソコンなどを用いて、現場監督と職方が参加するリモート安全ミーティングを行ってい
ます。各職種による労働災害の傾向（ヒヤリハット含む）等を共有することにより頻発労働災害を防止し、日々の KY 活動にも役立っ
ています。全国展開しています。
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【事例 12 】 オンライン安全パトロール
様々な事業所のメンバーが参加するリモート安全パトロールを実施しています。事業所の垣根を超えた安全パトロールを行うこと

により、自らの事業所だけでは気づかなかった現場の良い点、改善点などが見え、安全な現場づくりに役立てています。
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【事例 13 】 Web カメラ現場設置
現場に Web カメラを設置し、①リアルタイムの現場状況、②遠隔地の現場状況、③

近隣状況などを確認しています。

毎月、Web カメラ設置現場リストが更新され、管理者はスマホ、iPad などで閲覧で
きます。
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実際のカメラ映像例

【事例 14】 ドローン屋根点検
ドローンを使って屋根点検を行います。これにより、通常の屋根点検で発生のおそれ

があるハシゴ、屋根からの墜落災害を防止することができます。
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４．脚立からの墜落・転落対策
脚立からの墜落・転落災害は後を絶たないのが現状です。従来の脚立を使わず、それ

に替わるものを推奨する取り組みなどが見受けられます。

【事例 15 】 上枠付き脚立推奨
脚立をまたいで作業することをなくすため、上枠付き脚立を推奨しています。
POINT1
広い天板での作業が可能
安全性・施工性ともによい

POINT2
上枠が昇降中の手すりとなり、
安全性が高い

POINT3
作業面との距離が近くなり、
施工性がよい

造作作業用には、上枠がツールトレーになっているものを推奨しています。

【事例 16 】 アウトリガー付き脚立推奨
脚立の設置場所が、平坦でなくても安定に設置できるよう水平レベル調節機能が内蔵

されたアウトリガー付きの脚立を推奨しています。倒れにくく安定感に優れています。

「アウトリガー付き脚立 AN 型」
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【事例 17 】 手すり付き踏台推奨
脚立は踏みざん幅が狭いため、その上に足を乗せると身体が揺れ不安定になります。

安定した姿勢を保つため踏みざん幅が広い踏み台を推奨しています。

昇降のための踏台はアルミ製手摺付きに変更。
脚立は使用許可者以外が使用できないようチェーンを掛け施錠する。

【事例 18 】 作業台推奨
作業床が幅広く足元の安定感がある作業台を推奨しています。

「作業台 DXJ 型」
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【事例 19 】 踏みざんに滑り止めテープ
踏みざん上での安定を保つため、滑り止めテープを貼っています。

【事例 20 】 注意喚起ステッカー
脚立を正しく使うことを徹底するため、脚立に注意喚起ステッカーを貼り付けています。

【事例 21 】 ３尺以下脚立の原則使用禁止（使用時は要承認）
３尺以下の脚立は現場での使用を原則禁止とし、やむを得ず使用する場合は、事前に

承認を得ることをルール化しています。
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５．切創対策
現場では、手工具、電動工具などによる切創災害が多発しています。手指を守る対策、

始業前点検などの取り組みが見受けられます。

【事例 22 】 カッター定規使用ルール化
カッター切創災害は、切断時に刃先に力を入れ過ぎ、刃先が滑り切断面から外れてし

まい、添えていた手を被災することがよく見受けられます。刃先が切断面から外れても
手指を守るカッター定規の使用をルール化しています。

【事例 23 】 切創防止用手袋「ニトリルゴム補強」推奨
切創防止用手袋を着用せずに発生した切創災害が多かったため、カッター作業等では

切創防止用手袋の着用を安全施工基準に定めています。手の甲までニトリルゴムで補強
された手袋（カットレベル C）の使用を推奨しています。



（１）点検は毎年度１回実施することとし、実施時期は原則６月とする。
新規購入したものは、都度速やかに点検を実施する。

（２）二次以下の協力会社は一次協力会社が全てを取り纏める。

点検対象

（１）丸のこ

（２）釘打ち機

（３）ビス打ち機

（４）グラインダー

（５）その他拠点で指定されたもの

（１）代人、職長等の事業者または工事部署の担当者が定期点検表に
そって点検し、シールを貼る

（２）点検漏れの工具がないことを確認、管理する

（３）点検表は写しを工事拠点へ提出し、原本を３年間保管する

COPY

点検手順

※１ 色は毎年変わります
※２ 古いシールははがす

その他

電動工具定期点検実施要領 （概要説明編）
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【事例 24 】 電動工具点検実施要領
電動工具による切創災害を防止するため、始業前の点検実施要領を定めています。

６．建設機械関連災害対策
現場では建設機械関連災害も多発しています。建設機械は突然凶器に変わり作業員に

襲いかかります。小型の建設機械でも人をあやめる力は十分にあります。

高所作業車、バックホウの災害防止に取り組む事例が見受けられます。

【事例 25 】 センサー感知による高所作業車はさまれ災害防止
高所作業車で多発している死亡災害は、バケットに乗り込んだ作業員が、バケット上

昇中、背後に迫る構造物等に気づかず、それにはさまれるものばかりです。

このようなはさまれ災害を防止するため、背後の構造物等をセンサーで感知したら、
バケット上昇を自動停止させる装置を導入しています。



①対策実施

②作業性が悪い

③取り外す

超
音
波
セ
ン
サー

の
例

検
出

追
加
検
出

①3PイネーブルSW＋ ②センサ ＝ 解決
安
全
対
策

①

②

現場の問題点
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【事例 26 】 重機接触防止具
バックホウによるはさまれ災害を防止するため、接触防止バー（エスカルバー）の取

り付けを行っています。作業員がバックホウの接近に気づかなかったとしても、機体に
接触する前に接触防止バーが身体にあたり、バックホウへの接触を防ぐことができます。

また、重機の近くで手元作業員が作業する場合、離隔距離を明確にする現場の工夫と
して、短いバーをコーンにかぶせ、常に作業員はそれを自分の横に置いて作業を行い、
重機との接触防止を図っています。
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【事例 27 】 グーパー運動によるはさまれ災害防止
現場では、作業員がバックホウのオペレーターと話をする時など、バックホウに近づ

くことが少なくありません。このような時、中に立ち入りたい作業員とオペレーターの
間で合図を交わす「グーパー運動」を実施しています。

「グーパー運動」の手順としては、バックホウに近づきたい作業員はオペレーターに
向かって「パー」を出し、それを了解したオペレーターはバックホウを停止させた上で

「グー」を出し、作業員はそれを確認したらバックホウに近づきます。

出所：（一財）建設業振興基金「建設現場で働くための基礎知識（土木工事編）」

７．つり荷の落下対策
クレーン作業で多発しているつり荷の落下災害を防止するための取り組みです。

【事例 28 】 無線により全作業員がつり荷の状況を常時把握
トラックからの荷下ろし作業時、職長とクレーンオペレーターの間で交わされる無線

でのやり取りを、作業員やトラック運転手も聞くことができるように受信用無線機を配
布し、つり荷の状況を常時把握できるようにしています。つり荷の動きを全作業員が同
時に共有することで適切な退避行動が可能となります。オペレーターからは、「トラッ
ク運転手との連携がスムーズになり、荷をつる順番や退避指示が容易になった」との声
が寄せられています。
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８．トラック荷台からの墜落・転落対策
【事例 29 】 荷台昇降ステッパー

トラック荷台にトラックステッパーを取り付けている事例です。



拠拠点点名名：：　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　邸邸名名：：

※※　　足足場場をを使使用用ししてて作作業業すするる者者はは、、作作業業前前にに足足場場をを点点検検しし、、点点検検結結果果をを点点検検記記録録シシーートトにに記記入入すするるこことと。。
※※　　足足場場のの組組替替ええ等等是是正正がが必必要要なな場場合合ににはは、、足足場場作作業業主主任任者者のの資資格格者者のの指指示示ののももとと是是正正すするるこことと。。
　　　　　　ままたた是是正正がが完完了了すするるままでで、、当当該該部部分分はは立立入入禁禁止止ととしし立立入入禁禁止止措措置置をを行行いい、、作作業業はは禁禁止止すするるこことと。。

　　　　　　７７．．㉓㉓、、８８．．㉔㉔～～㉖㉖のの内内容容ととななっってていいるるかかをを確確認認ししてて、、良良・・否否ににレレ印印ででチチェェッッククをを入入れれ、、否否のの場場合合にに危危険険個個所所欄欄にに記記入入すするるこことと。。

　　　　　　是是正正さされれてていいなないい場場合合ににははそそのの箇箇所所ににはは立立ちち入入ららなないいこことと。。　　

1 作業床・手摺・中桟の状態 5 良□ 否□

2 昇降階段の状態 6 良□ 否□

3 軒先の状態 7 良□ 否□

4 屋根上の状態 8 良□ 否□

1 作業床・手摺・中桟の状態 5 良□ 否□

2 昇降階段の状態 6 良□ 否□

3 軒先の状態 7 良□ 否□

4 屋根上の状態 8 良□ 否□

1 作業床・手摺・中桟の状態 5 良□ 否□

2 昇降階段の状態 6 良□ 否□

3 軒先の状態 7 良□ 否□

4 屋根上の状態 8 良□ 否□

1 作業床・手摺・中桟の状態 5 良□ 否□

2 昇降階段の状態 6 良□ 否□

3 軒先の状態 7 良□ 否□

4 屋根上の状態 8 良□ 否□

1 作業床・手摺・中桟の状態 5 良□ 否□

2 昇降階段の状態 6 良□ 否□

3 軒先の状態 7 良□ 否□

4 屋根上の状態 8 良□ 否□

① 手手摺摺のの高高ささはは8855ccmm以以上上かか
② 中中桟桟のの高高ささはは3355ccmm～～5500ccmmかか（（一一側側足足場場をを除除くく））
③ 作作業業床床とと建建物物ととのの離離れれがが3300ｃｃｍｍ以以内内かか、、若若ししくくはは内内側側手手摺摺・・中中桟桟ががああるるかか
④ 作作業業床床・・手手摺摺・・中中桟桟・・スストトッッパパーーにに変変形形・・破破損損ははなないいかか
⑤ 作作業業床床がが布布材材、、ブブララケケッットトにに確確実実にに固固定定さされれてていいるるかか
⑥ 作作業業床床とと建建地地のの隙隙間間はは1122㎝㎝以以下下かか
⑦ 作作業業床床のの段段差差5500ｃｃｍｍ以以上上・・作作業業床床のの幅幅切切替替部部分分ににスストトッッパパーーががああるるかか
⑧ 作作業業床床のの端端部部ににスストトッッパパーー若若ししくくはは手手摺摺ががああるるかか
⑨ 作作業業床床のの重重ねね部部分分ににはは番番線線固固定定さされれてていいるるかか
⑩ 作作業業床床のの幅幅がが4400ｃｃｍｍ未未満満のの箇箇所所にに安安全全帯帯（（墜墜落落制制止止用用器器具具））着着用用のの掲掲示示ががああるるかか

22 ⑪ 昇昇降降階階段段のの降降りり口口ににスストトッッパパーーががああるるかか
⑫ 軒軒上上にに手手摺摺8855ｃｃｍｍ以以上上、、中中桟桟3355ｃｃｍｍ～～5500ｃｃｍｍががああるるかか
⑬ 軒軒先先にに転転落落防防止止用用ののすすべべりり止止めめががああるるかか（（軒軒高高よよりり上上33００ｃｃｍｍ以以内内にに設設置置））
⑭ 軒軒先先離離れれがが3300ｃｃｍｍ以以内内かか、、又又はは、、3300ｃｃｍｍ超超のの場場合合にに落落下下防防止止用用ネネッットトががああるるかか
⑮ 屋屋根根のの開開口口部部にに手手摺摺、、仮仮床床、、落落下下防防止止用用ネネッットトののいいずずれれかかががああるるかか
⑯ 火火打打ちちがが段段差差22ココママ以以内内、、水水平平118800ｃｃｍｍ以以上上にに固固定定さされれてていいるるかか
⑰ 屋屋根根上上にに親親綱綱がが設設置置さされれてていいるるかか
⑱ 壁壁つつななぎぎ（（圧圧縮縮材材））のの設設置置位位置置はは水水平平、、垂垂直直方方向向とともも33..66ｍｍ間間隔隔以以内内かか
⑲ 筋筋交交いいはは全全層層全全ススパパンンにに設設置置さされれてていいるるかか((全全層層ととはは滑滑りり止止めめ（（軒軒のの高高ささ））かからら根根ががららみみままででをを指指すす））
⑳ 根根ががららみみがが最最下下部部にに設設置置さされれてていいるるかか

敷敷角角のの固固定定はは適適切切かか（（木木のの敷敷板板のの場場合合2244ｃｃｍｍ角角以以上上ととしし、、釘釘２２本本以以上上でで固固定定すするる））
桝桝のの上上ににはは設設置置ししなないい。。敷敷角角のの半半掛掛りりははパパッッキキンン材材をを入入れれ敷敷角角とと固固定定すするるこことと

㉒ 地地上上第第一一のの布布はは地地面面かからら２２ｍｍ以以内内のの高高ささにに設設置置さされれてていいるるかか
玄玄関関及及びび掃掃出出しし窓窓等等搬搬入入路路上上部部のの作作業業床床ににははメメッッシシュュシシーートトのの巻巻込込みみとと幅幅木木がが設設置置さされれてていいるるかか
上上下下作作業業禁禁止止・・立立入入禁禁止止のの標標識識はは設設置置さされれてていいるるかか

㉔ メメッッシシュュシシーートトはは全全ててののハハトトメメでで緊緊結結さされれてていいるるかか
㉕ メメッッシシュュシシーートトにに破破れれははなないいかか
㉖ 足足場場積積載載荷荷重重・・足足場場作作業業主主任任者者名名のの掲掲示示ははああるるかか

㉑

㉓

壁面の状態

脚部の状態

搬入路の状態

メッシュシート・看板
の状態

77

88

作業床、手摺・中桟
の状態

昇降階段の状態

軒先の状態

屋根上の状態

66

44

55

33

11

メッシュシート・看板の状態

危険箇所（①～㉖の該当番号と危険な場所を記入すること） 是正確認

会社名 良□ 否□ 壁面の状態

良□ 否□ 脚部の状態

良□ 否□ 搬入路の状態
氏名 良□ 否□

搬入路の状態
氏名 良□ 否□ メッシュシート・看板の状態

危険箇所（①～㉖の該当番号と危険な場所を記入すること） 是正確認

メッシュシート・看板の状態

危険箇所（①～㉖の該当番号と危険な場所を記入すること） 是正確認

会社名 良□ 否□ 壁面の状態

良□ 否□ 脚部の状態

良□ 否□

会社名 良□ 否□ 壁面の状態

良□ 否□ 脚部の状態

良□ 否□ 搬入路の状態
氏名 良□ 否□

搬入路の状態
氏名 良□ 否□ メッシュシート・看板の状態

危険箇所（①～㉖の該当番号と危険な場所を記入すること） 是正確認

メッシュシート・看板の状態

危険箇所（①～㉖の該当番号と危険な場所を記入すること） 是正確認

会社名 良□ 否□ 壁面の状態

良□ 否□ 脚部の状態

良□ 否□

会社名 良□ 否□ 壁面の状態

良□ 否□ 脚部の状態

良□ 否□ 搬入路の状態
氏名 良□ 否□

　　　　　　　　　　　　　　　　　　足足場場点点検検記記録録シシーートト　　 協力会社限
EEBB--449911  vveerr22..0000

※※　　下下記記【【点点検検記記録録】】のの１１かからら８８のの番番号号のの足足場場のの状状態態はは、、下下段段のの11．．①①～～⑩⑩、、２２．．⑪⑪、、３３．．⑫⑫～～⑭⑭、、４４．．⑮⑮～～⑰⑰、、５５．．⑱⑱～～⑲⑲、、６６．．⑳⑳～～㉒㉒

※※　　以以前前にに点点検検さされれたた危危険険個個所所欄欄にに記記入入ががああるる場場合合ににはは、、是是正正確確認認欄欄がが是是正正済済ととななっってていいるるかかをを確確認認しし、、

点検年月日 点検者氏名 【点検記録】

35

９．足場の点検
【事例 30 】 点検記録シート

足場点検記録シートを作成した事例です。
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10．化学物質対策
【事例 31 】 ラベルでアクション

化学物質の自律的管理が求められる中、危険性、有害性が一目でわかる ”ラベル ” を
意識させる取り組み事例です。



特定化学物質の取り扱い
ラベルでアクション！！
一定の危険有害性のある化学物質が含ま
れている資材についてリスクアセスメント
とラベル表示が義務化されました。

※厚生労働省版コントロール・バンディンング法に
　よるリスクアセスメントを実施しています。

現場でラベルを見たら

保護具を装着しましょう
保護具を正しく装着して健康被害を
防ぎましょう。

《関係法令》
労働安全衛生法　第57条の3
労働安全衛生規則　第34条の2の7
労働安全衛生規則　第34条の2の9

37

手帳サイズ携行資料

掲示板に「ラベルでアクション」ポスター、有機溶剤使用の注意事項を掲示しています。

倉庫では有機溶剤を使用する作業はほとんどありませんが、有害化学物質を含む資材
が破損した際に適切に処置できるよう、この掲示を行っています。
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11．第三者災害対策
【事例 32 】 現場ですべきことを明確化

第三者災害が多発する中、現場でやるべきことがやられていないことを問題視し、事
故発生の多かった高年齢者に重点を置いた取り組みを行っています。

≪ 共通 ≫
① 道路・歩道には資材や工事車両を置かない
② 通路には出来る限り段差を無くす
③ 段差がある場合には注意喚起表示を必ずする

※ 危険表示は見易いような工夫をお願いします
≪ アフター、リフォーム ≫

① お客様動線・作業動線を分離する
② 作業エリア内の立入禁止徹底
③ 外した階段手摺等は速やかに復旧する

これだけは必ず実施すべきことを以下のとおりまとめています。



□高年齢者の現場作業（検査）者に対するガイドライン

少子高齢化が進み建設業では高年齢作業者の占める割合が毎年増え続け、高齢者の労災発生数も増加傾向に
あります。このことは個人差はあるものの心身機能の低下が大きく影響していると言われています。
高齢者の心身機能低下による墜落・転落災害を防止するために足場や脚立に乗る作業（又は検査）をする職種を
対象に年齢制限を設けたガイドラインを作成しました。
現場作業者が下記表の年齢に達した際に、高所における作業の継続可否判断の目安としてガイドラインを活用
下さいますようお願いします。
又、今まで以上に高年齢作業者に配慮した作業手順、作業環境の整備等快適職場の構築が求められております
ので事業主の皆様におかれましてはご配慮を宜しくお願いします。

■脚立・足場での作業（検査）に関する年齢制限を設けたガイドライン（職種別）

足場、解体（仮囲い）

吹付・シール・防水
金物・屋根・設備
左官（目地）、RC工事　等

●監理技術者等
※体調が優れない時は工事（技
術）課長に申し出足場、脚立作
業に関する再判断を実施する。

解体、躯体
大工、界壁、内装、金物
設備、シール、吹付
クリーニング
外構、基礎、RC工事　等
●監理技術者等 ※脚立は4尺以下推奨
外構（金物以外）
左官（目地除く）
畳　等

■ガイドラインで定めた年齢に達した作業者の継続可否判断と報告について

□判断実施者
1）作業の継続の可否判断実施者は工事店事業主とします。（二次業者以降も基本的には事業主(雇い主)判断による）

□健康診断結果による面談の実施と継続可否
1）面談の実施時期は原則65歳（監理技術者は60歳）の誕生日を迎えて半年以内に健康診断を受けた後に行う。

2）健康診断結果と日頃の作業状況に基づき面談を行い、必要に応じ体力測定等を加え継続可否の判断をする。
　　※健康診断結果については医師の所見等を中心に本人と良く話し合うこと。

【注意点】高年齢者の技能継承と雇用の安定を図ることは社会に課された重大な使命です。話し合いを行う
際はご配慮下さいますよう宜しくお願いします

3）面談は毎年１回の実施とします。

□継続可否判断結果報告書の運用
1）工事店は、上限を超えた継続作業者がいる場合には管轄工事課（又は技術課）に報告書を提出する。
　　報告書の提出は、１回／年（３月）とします。

（報告書必須項目：所属会社名、職方名、年齢、継続可否判断の理由、制限付きとする場合にはその理由）

2）報告書の保管は工事課又は技術課とする。

60歳 （毎年1回）
脚
立
作
業
無

脚立作業無し 原則70歳
（工事店判断で延長可）

65歳
（毎年1回）

足場点検作業有り 原則65歳
⇒工事（技術）課長判断で延長可 60歳 （毎年1回）

脚
立
作
業
有

脚立作業有り 原則70歳
⇒工事店判断で延長可

 65歳
（毎年1回）

（型枠上作業有）
脚立作業有り 70歳

足
場
作
業
有

原則65歳
（工事店判断で延長可）

65歳以上
（毎年1回）

躯体

職種 作業 上限 面談によるﾁｪｯｸ

足場（仮囲い）
高所作業有り
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12．高年齢者対策
現場では作業員の高年齢化が益々進展する中、心身機能が低下した高年齢者の労働災

害発生率は高く、このため数多くの会社が高年齢者対策に取り組んでいます。

【事例 33 】 高年齢作業員（検査員）対象安全ガイドライン
脚立や足場での作業（検査）に対し、作業制限を定めたガイドラインを定めています。



転倒等リスク評価セルフチェック票

Ⅰ 身体機能計測結果

評価表 １ ２ ３ ４ ５

結果／
⾝⻑

〜1.24 1.25
〜1.38

1.39
〜1.46

1.47
〜1.65

1.66〜

①２ステップテスト（歩⾏能⼒・筋⼒）
あなたの結果は cm／ cm(⾝⻑)＝

下の評価表に当てはめると → 評価

②座位ステッピングテスト（敏捷性）
あなたの結果は 回／ 20秒

下の評価表に当てはめると → 評価

③ファンクショナルリーチ（動的バランス）
あなたの結果は cm

下の評価表に当てはめると → 評価

④閉眼⽚⾜⽴ち（静的バランス）
あなたの結果は 秒

下の評価表に当てはめると → 評価

⑤開眼⽚⾜⽴ち（静的バランス）
あなたの結果は 秒

下の評価表に当てはめると → 評価

評価表 １ ２ ３ ４ ５

（回）
〜24 25

〜28
29
〜43

44
〜47

48〜

評価表 １ ２ ３ ４ ５

（cm）
〜19 20

〜29
30
〜35

36
〜39

40〜

評価表 １ ２ ３ ４ ５

（秒）
〜7 7.1

〜17
17.1
〜55

55.1
〜90

90.1〜

評価表 １ ２ ３ ４ ５

（秒）
〜15 15.1

〜30
30.1
〜84

84.1
〜120

120.1
〜

身体機能計測の評価数字を
Ⅲのレーダーチャートに⿊字で記⼊

別添２

1

40

【事例 34 】 体力テスト等
加齢に伴う心身機能の低下には個人差があり、高齢になるにつれその個人差は拡大し

ます。60 代でも 50 代と同じように働ける方が大勢いる一方、60 代でも 70 代のよう
にみえる方もいます。

このため、現場で体力テストを実施しています。具体的には、厚生労働省「転倒等リ
スク評価セルフチェック票」を用いて、体力テスト（身体機能計測：客観評価）と、質
問票により体力の衰えの自覚をチェックし（主観評価）、この２つから作業員の転倒等
のしやすさを評価しています。

厚生労働省「転倒等リスク評価セルフチェック票」



質問内容 あなたの回答NOは 合算 評価 評価

１．人ごみの中、正面から来る人にぶつからず、よ
けて歩けますか

点

下記の
評価表
であなた
の評価
は

①
歩⾏能⼒
筋⼒

２．同年代に⽐べて体⼒に⾃信はありますか

３．突発的な事態に対する体の反応は素早い方
と思いますか

点

②
敏捷性

４．歩⾏中、⼩さい段差に⾜を引っかけたとき、す
ぐに次の足が出るとおもいますか

５．⽚⾜で⽴ったまま靴下を履くことができると思
いますか

点

③
動的バラン

ス

６．⼀直線に引いたラインの上を、継ぎ⾜歩⾏で
簡単に歩くことができると思いますか

７．眼を閉じて⽚⾜でどのくらい⽴つ⾃信がありま
すか

④
静的バランス
（閉眼)

８．電⾞に乗って、つり⾰につかまらずどのくらい
⽴っていられると思いますか

点

下記の
評価表
であなた
の評価
は

⑤
静的バラン
ス（開眼)

９．眼を開けて⽚⾜でどのくらい⽴つ⾃信がありま
すか

そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
結
果
を

の

レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
赤
字
で
記
入

質問内容 回答No.

１．人ごみの中、正面から来る人にぶつからず、よ
けて歩けますか

①自信がない ②あまり自信がない ③⼈並み程度 ④少し自信がある
⑤自信がある

２．同年代に⽐べて体⼒に⾃信はありますか ①自信がない ②あまり自信がない ③⼈並み程度 ④やや自信がある
⑤自信がある

３．突発的な事態に対する体の反応は素早い方
と思いますか

①素早くないと思う ②あまり素早くない方と思う ③普通
④やや素早い方と思う ⑤素早い方と思う

４．歩⾏中、⼩さい段差に⾜を引っ掛けたとき、
すぐに次の足が出ると思いますか

①自信がない ②あまり自信がない ③少し自信がある ④かなり自信がある
⑤とても自信がある

５．⽚⾜で⽴ったまま靴下を履くことができると思
いますか

①できないと思う ②最近やってないができないと思う ③最近やってないが何
回かに1回はできると思う ④最近やってないができると思う ⑤できると思う

６．⼀直線に引いたラインの上を、継ぎ⾜歩⾏
（後ろ足のかかとを前脚のつま先に付けるように
歩く）で簡単に歩くことができると思いますか

①継ぎ⾜歩⾏ができない ②継ぎ⾜歩⾏はできるがラインからずれる
③ゆっくりであればできる ④普通にできる ⑤簡単にできる

７．眼を閉じて⽚⾜でどのくらい⽴つ⾃信がありま
すか

①10秒以内 ②20秒程度 ③40秒程度 ④１分程度
⑤それ以上

８．電⾞に乗って、つり⾰につかまらずどのくらい
⽴っていられると思いますか

①10秒以内 ②30秒程度 ③１分程度 ④２分程度
⑤３分以上

９．眼を開けて⽚⾜でどのくらい⽴つ⾃信がありま
すか

①15秒以内 ②30秒程度 ③１分程度 ④１分30秒程度
⑤２分以上

合計点数 評価表

２〜３ 1

４〜５ 2

６〜７ 3

８〜９ 4

10 5

Ⅱ 質問票（身体的特性）

Ⅲ

2
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１、２ページの評価結果を転記し線で結びます
（Ⅰの⾝体機能計測結果を⿊字、Ⅱの質問票（身体的特性）は赤字で記入）

チェック項目
１ ⾝体機能計測（⿊枠）の⼤きさをチェック
⾝体機能計測結果を⽰しています。⿊枠の⼤きさが⼤きい⽅が、転倒などの災害リスクが低いと
いえます。⿊枠が⼩さい、特に２以下の数値がある場合は、その項⽬での転倒などのリスクが⾼く
注意が必要といえます。

２ ⾝体機能に対する意識（⾚枠）の⼤きさをチェック
⾝体機能に対する⾃⼰認識を⽰しています。実際の⾝体機能（⿊枠）と意識（⾚枠）が近い
ほど、⾃らの⾝体能⼒を的確に把握しているといえます。

３ ⿊枠と⾚枠の⼤きさをチェック
（１）「⿊枠 ≧ 赤枠」 の場合
それぞれの枠の⼤きさを⽐較し、⿊枠が⼤きいもしくは同じ⼤きさの場合は、⾝体機能レベルを
⾃分で把握しており、とっさの⾏動を起こした際に、⾝体が思いどおりに反応すると考えられます。

（２）「⿊枠 ＜ 赤枠」 の場合
それぞれの枠の大きさを比較し、赤枠が大きい場合は、身体機能が自分で考えている以上に衰
えている状態です。とっさの⾏動を起こした際など、⾝体が思いどおりに反応しない場合があります。
枠の⼤きさの差が⼤きいほど、実際の⾝体機能と意識の差が⼤きいことになり、より注意が必要
といえます。

①歩⾏能⼒・筋⼒

②敏捷性

③動的バランス④静的バランス（閉眼）

⑤静的バランス（開眼）
1

2

3

4

5

転倒等は筋⼒、バランス能⼒、敏捷性の低下等により起きやすくなると考えられます。
この調査は転倒や転落等の災害リスクに重点を置き、それらに関連する⾝体機能及
び⾝体機能に対する認識等から⾃らの転倒等の災害リスクを認識し、労働災害の防
⽌に役⽴てるものです。

詳細はホームページ参照 https://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/101006-1.html

Ⅲ レーダーチャート

3

レーダーチャートの典型的パターン
①歩行能力・筋力

②敏捷性

③動的バランス
④静的
バランス（閉眼）

⑤静的
バランス
（開眼）

1
2
3
4
5パターン１

パターン２

パターン３

パターン４

パターン５

①歩行能力・筋力

②敏捷性

③動的バランス
④静的
バランス（閉眼）

⑤静的
バランス
（開眼）

1
2
3
4
5

①歩行能力・筋力

②敏捷性

③動的バランス
④静的
バランス（閉眼）

⑤静的
バランス
（開眼）

1
2
3
4
5

①歩行能力・筋力

②敏捷性

③動的バランス
④静的
バランス（閉眼）

⑤静的
バランス
（開眼）

1
2
3
4
5

①歩行能力・筋力

②敏捷性

③動的バランス
④静的
バランス（閉眼）

⑤静的
バランス
（開眼）

1
2
3
4
5項目により逆転している

身体機能計測結果≒ 質問票回答結果（枠が小さい）

身体機能計測結果≒ 質問票回答結果（枠が大きい）

身体機能計測結果 ＜ 質問票回答結果

身体機能計測結果 ＞ 質問票回答結果

4

あなたの身体機能（ 太線） は、自己認識（ 点線） よりも高い状態にあります。こ
のことから、比較的自分の体力について慎重に評価する傾向にあるといえます。
生活習慣や加齢により急激に能力が下がる項目もありますので、今後も過信す
ることなく、体力の維持向上に努めましょう。
一方、太線が点線より大きくても全体的に枠が小さい場合（ 特に2以下）は、す
でに身体機能面で転倒等のリスクが高いといえます。筋力やバランス能力の向
上、整理整頓や転倒・転落しやすい箇所の削減に努めててください。
また、職場の整理整頓がなされていない場合などには転倒等リスクが高まる
ことがありますので注意しましょう。

あなたの身体機能（ 太線） は、自己認識（ 点線） よりも低い状態にあります。この
ことから、実際よりも自分の体力を高く評価している傾向にあり、自分で考えてい
る以上にからだが反応していない場合があります。
体力の維持向上を図り、自己認識まで体力を向上させる一方、体力等の衰えに
よる転倒等のリスクがあることを認識してください。日頃から、急な動作を避け、足
元や周辺の安全を確認しながら行動するようにしましょう。
また、枠の大きさが異なるほど、身体機能と自己認識の差が大きいことを示して
おり、さらに、太線が小さい場合（ 特に2以下） はすでに身体機能面で転倒等のリ
スクが高いことが考えられます。筋力やバランス能力等の向上に努めてください。

あなたの身体機能（ 太線） とそれに対する自己認識（ 点線） は同じくらいで、ど
ちらも高い傾向にあります。このことから、転倒等リスクから見た身体機能は現
時点で問題はなく、同様に自分でもそれを認識しているといえます。
現在は良い状態にありますが、加齢や生活習慣の変化により身体能力が急激
に低下し、転倒等リスクが高まる場合もありますので、日頃から、転倒等に対する
リスクを認識するとともに、引き続き体力の維持向上に努めてください。
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【事例 35 】 65 歳以上高齢ドライバー運転診断
65 歳以上の運転者に運転適性診断の受講を義務づけ、診断結果を管理者と共有し注

意すべき項目に基づき指導しています。実際の診断は、独立行政法人自動車事故対策機
構（ＮＡＳＶＡ）に委託しています。診断内容は以下のとおりで、動作の正確さ、次々
に起こる事態に対し、的確、迅速な処置ができるかどうか測定します。

〇判断・動作のタイミング：動作を起こすタイミング、判断の適切さの測定
〇注意の配分：次々に変化する事態に対する注意の配分の測定
〇視覚機能：動体視力、眼球運動、周辺視野等の測定
〇安全態度・危険感受性：運転者の安全運転に対する考え方や、交通事故防止

のため危険予測・判断の妥当性の測定。いくつかの運転コース（CG シミュレー
ション）における模擬運転データから測定（CG が苦手な人用の問診あり）。

〇性格特性：安全な運転業務の遂行に関連する性格特性の度合いを問診
〇夜間視力（※適齢診断のみ）

診断の結果、優良な点、注意が必要な点、前回受診時データとの経年変化等が記載さ
れた適性診断票が発行されます。事業者にも受診者のアドバイスに役立つ指導要領が提
供されます。



2024年12月期シニア人財運転適性診断 新規
1 2 3 4 5 7 8 9 10
検査 安全品質 環境 環境 安全品質 安全品質 環境 環境 環境品質

大阪 広島 仙台 名古屋 宇都宮 福岡 群馬 埼玉 大阪

派遣 派遣 派遣 派遣 派遣 派遣 直雇用 直雇用 直雇用

〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇

69歳 69歳 68歳 68歳 67歳 67歳 66歳 66歳 65歳

区分 評価 24年4月10日 24年4月4日 24年4月26日 24年3月29日 24年4月15日 24年5月14日 24年2月9日 24年2月16日 24年3月22日

動体視力 10 4 5 5 3 4 3 4 4 9 4.0 動く物をはっきりと見分ける能力で道路脇からの飛び出し事故の防止等に
必要な機能

眼球運動 10 10 4 10 3 5 5 4 5 4 5.8 眼球をすばやく正確に動かす能力で、前方の交通信号、自転車、対向車等の
状況を隅無く把握し事故を防止するために必要な機能

周辺視野 10 10 10 10 10 10 10 10 10 8 10.0 中心と同時に周辺も広く見る能力で高速道路の標識を読んでいる最中に前方
の状況変化を見分け事故を防止するために必要な機能

判断・動作の
タイミング 100 76 71 67 35 33 30 11 62 3 48.1 タイミング良く適応した処置をとることができているかを評価

※早すぎても遅すぎても低評価
20%
未満 動作の正確さ 100 97 80 77 77 97 80 80 60 37 81.0 動作を正確に行うことができているかを評価

※判断や反応速度も評価・指導されるが点数には未反映
40%
未満 注意の配分 100 34 38 49 42 46 39 36 38 0 40.3 一点に集中し過ぎず、周辺にも広く注意を払っているかを評価

60%
未満 安全態度 100 41 82 42 54 41 82 68 38 20 56.0 相手を思いやる精神を持ち他人に不快感を与えない配慮ができるかを評価

60%
以上

感情の
安定性 100 55 67 35 56 55 100 67 72 33 63.4 感情が安定し穏やかな人柄であるかを評価

協調性 100 57 79 57 63 57 76 90 63 59 67.8 まわりの人の事を考える協調性があるかを評価

気持ちの
おおらかさ 100 73 90 66 73 44 79 60 59 51 68.0 我慢強く忍耐心のあるおおらかな人柄であるかを評価

他人に対する
好意 100 54 85 60 68 71 95 68 59 45 70.0 他人に対して好意的に接しようとする人柄であるかを評価

危険感受性 100 44 80 80 59 57 53 50 21 80 55.5 先を急がない慎重な運転を心掛け、周辺の状況をよく見ようとする積極的な
姿勢があるかを評価

安全エコ
運転度 100 54 57 47 53 52.8 アクセル及びブレーキの踏み加減を評価

先急ぎ
運転度 100 45 52 100 44 60.3 前方走行自動車との車間距離の保ち方を評価

予防安全
運転度 100 65 100 41 25 57.8 前方の交通状況の変化に対してどの程度手前から速度を緩めたかを評価

思いやり
運転度 100 23 13 58 16 27.5 歩行者や自転車などの側方を通過する際に十分な距離を確保し、速度を落と

しているかを評価

100 55.2 74.7 59.2 58.6 55.6 70.4 59.7 46.9 36.4 61.7

視
覚
機
能
・

　
　
運
動
傾
向
平
均

主な評価基準

部署

勤務地

雇用種別

氏名

年齢

受診日

視
覚
機
能

運
動
傾
向

2024年運動傾向平均

属性

（年齢順）
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【事例 36 】 認知・体力テスト、健康状態に基づく作業制限の検討
高年齢者に対し、認知テスト、体力テスト（閉眼片足立ちテスト等）を行うとともに、

健康状態を確認し、その結果を基に作業制限が必要かどうか判断しています。
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【事例 37 】 自社社員に高年齢者対策研修
自社社員を対象に高年齢の作業員への配慮を求めた研修を実施しています。研修の目

的は、①加齢に伴う心身機能の低下を理解し作業への影響度合いを知る、②高年齢者の
特性を理解した上で適切な配慮を行い災害防止に努める、③高年齢者を決して排除しな
い、④少子高齢化が進展する中、高年齢者を戦力とすべく高年齢者の特性に応じた安全
対策を行うなどです。

研修項目は以下のとおりです。

Ⅰ　統計からみる高年齢者の特徴
Ⅱ　当社における高年齢者の災害
Ⅲ　心身機能の低下が及ぼす影響と安全対策
Ⅳ　本人の自覚を促す体力テストと体力維持の方法
Ⅴ　健康診断と有所見率
Ⅵ　熟練者の傾向
Ⅶ　エイジフレンドリーガイドライン

この中で、以下のとおり、体力テストが示されています。

また、以下のとおり転倒予防のためストレッチを推奨しています。本研修のまとめ

（ポイント）も示します。

１．片足立ち

椅子に片足を浮かせて座り、そのまま
片足で立ちあがる。
⇒脚力を測定する。

・椅子（キャスターが付いてないもの）

①腕を組んで椅子に座り、片足を軽く浮かせる。
②片足を浮かせたまま、反動を付けずに立ち上がる。

立ち上がれること
※立ち上がってもすぐにバランスを崩すときは不可

概要と目的

準備するもの

測定方法

合格基準

２．バランス歩行

204材の上を5m歩いて渡るのにかかる時間を計測する。
バランス感覚を測定する。⇒

・長さ5m分の204材
・ストップウォッチ

①長さ5m分の204材を平らな床に平使いに敷く。
②204材の上を渡るのにかかった時間を計測する。

３秒以内に渡りきれる。

概要と目的

準備するもの

測定方法

合格基準

３．転倒予防のためのストレッチ

≪プラス１ストレッチ≫
①片方の足を１歩、２歩、半歩前に出し、前足の膝を
曲げて後足の裏側をストレッチする。（５秒静止）

②体重を後足側に移し、膝を軽く曲げると同時に、前
足のつま先を上に向けて頭・腰・前足の踵で「く」の
字の姿勢をとる。（５秒静止）
③もう一度前足に体重を移し、後足の甲を地面へ向
かって押すように、すねの前側の筋肉をストレッチ
する。（５秒静止）

→しなやかな筋肉を取り戻し足首の動きがスムーズに！

まとめ
１．作業別の安全のポイント
→軽作業だから安全ということではない。

２．自分の体力年齢の自覚を促す
→歴年齢ではなく心身の能力を把握することが肝要。

３．熟練者の特徴が起因する災害に注意
→熟練者だからこその落とし穴がある。

４．健康診断の定期的な受診
→既往症の有無を踏まえた健康状態も自分の能力。

※経験から培われた巧みな技と知恵を発揮できるよう、
配慮し、支えていきましょう！

５．身体機能の衰えをカバーする道具を使用
→安全靴、グラインダのハンドル、滑り止め手袋等。
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【事例 38 】 現場の高年齢者対策（具体的対策）
現場での具体的な高年齢者対策として、設備・装置、作業管理に関する取り組みです。

敏捷性、持久性、筋力等の身体機能の低下を考慮して作業内容等を見直す。

《作業管理のポイント》
・ゆとりある作業スピード、無理のない作業姿勢等に配慮する
・注意力、集中力を必要とする作業は作業時間を考慮する。複数の作業を同

時進行させる場合の負担、優先順位の判断を要する作業の負担を考慮する
・身体的負担の大きな作業では、定期的な休憩導入、休止時間の運用を図る

高年齢者の特性を考慮した作業管理

高年齢者でも安全に働き続けることができるよう、施工現場の施設、設備、装置
等の改善を行う。

《対策例》
・通路を含めた作業場所の照度を確保する
・階段には手摺を設け、可能な限り通路の段差を解消する
・作業者は防滑靴を利用する
・墜落制止用器具、保護具等の着用を徹底する

心身機能の低下を補う設備・装置の導入

13．腰痛対策
人力運搬の重量制限を行っています。

【事例 39 】 ALC パネル人力運搬禁止
床板の敷き込みでは、腰痛対策として ALC パネル水平吊クランプを使用しています。



　連絡体制
作業所名: △△　○○

住　　所: △△　○○

ＴＥＬ: 000-000-0000

事業所名:＃7119 △△ ○○

000-000-0000
工事責任者: △△ ○○

000-000-0000
現場所⾧: △△ ○○

000-000-0000
消防署（救急車）

119
救急安心センター事業（判断に迷う場合）

事業所: △△ ○○

熱中症処置手順表

対処する

判断する

状態が悪化した場合に対応できるように、発症者を一人きりにしないこと

※回復後の体調急変等により症状が悪化するケースがあるため留意する

※判断に迷う場合は ♯７１１９
救急車を要請する １１９

一旦作業から離れる・身体を冷却する

●意識はありますか?

●自力で水分をとれますか?

●涼しい環境に避難

11
9

●全身を濡らして送風する ●水分・塩分をとる

ICE

SLURRY

●大量の発汗

●力が入らない

●身体がぐったりする

見つける
●こむら返り、けいれん

●めまい、たちくらみ

●生あくび

熱中症を疑う症状が出た!発見した!
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14．熱中症対策
地球沸騰化が叫ばれる中、夏場では熱中症対策は最優先課題です。身体にたまった熱

をうまく出せないと体温上昇が止められず熱中症になってしまいますが、夏場の炎天下
の建設作業は大量の熱が身体にたまり、うまく熱を出さなければなりません。現場では、
令和 7 年 6 月に施行された改正労働安全衛生規則に対応した取り組みをはじめ、様々
な熱中症対策が行われています。

【事例 40】 熱中症処置手順表の掲示
熱中症処置手順を「見つける」「判断する」「対処する」に分けて示し、これに緊急連

絡体制を加えて表にまとめ現場に掲示しています。



熱中症のおそれのある者に対する処置フロー

意識がある場合など、救急車

を呼ぶか迷った場合、専門家

の指示を仰ぐ

緊急連絡先より

関係者に連絡する

回復当日の作業は中止にする

帰宅後の体調確認を行う

翌作業日以降の作業内容に配慮する

翌作業日以降の作業内容に配慮する

状況によっては単独作業を禁止する

熱中症発症後連絡先 ： 

救急安心センター事業

●●　●●　（090-####-####）

●●　●●　（090-####-####）
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【事例 41】 熱中症発症時の処置フローの掲示
熱中症の疑いのある者を発見した際の処置フローから回復した後の注意事項までをま

とめ現場に掲示しています。



熱中症対策
正しく予防し、熱中症を防ぎましょう

熱中症予防

❶深酒を避け、睡眠を充分に
とる等、日常の健康を管理する。

❷作業服は吸湿性、通気性の
よいものを着用する

❸後頭部と首に
直射日光が
当たらない
ようにする。

❹作業開始前から20 ～ 30分
毎に、塩分・水分を補給する。

（お茶やコーヒー等は避ける）

❺日蔭で風通しの良い所で、
1～２時間毎に休憩をとる。

❻一人作業は避け、お互いの
顔色や様子を観察して声を
掛け合う。

❼熱中症応急キットを常備する。
（経口補水液･塩飴･瞬間冷却剤
･タオル･体温計等）

作業場所の暑さ指数（WBGT 値）を確認の上、
熱中症予防対策を徹底してください。
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【事例 42】 熱中症対策ポスターの掲示
熱中症対策のポイントをまとめたポスターを作成し、それを現場に掲示しています。
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【事例 43】センサデバイスをヘルメットに装着
作業員の生体情報（脈拍等）と周囲の環境情報をヘルメットに装着したセンサデバイ

スで計測し、それを解析し必要に応じアラート通知を行うなど、作業員の熱中症防止支
援システムを導入しています。
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坪数に応じスポットエアコンの設置台数が定められています。その階で一番大きな部
屋を休憩所にしています。

【事例 44】 現場にエアコン設置
現場の休憩室に「スポットエアコン」を導入しています。従来のクールジャケット着

用の第 2 弾として導入しています。
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【事例 45】 ウォーターサーバー、スポットクーラー設置
現場にウォーターサーバー、スポットクーラーを設置した取り組みです。夏場はとも

に約 1,000 台が稼働しています。

ウォーターサーバー屋内設置例 ウォーターサーバー屋外設置例

スポットクーラー屋内設置例 ウォーターサーバー＋スポットクーラー
屋内設置例

備品箱とウォーターサーバーの兼用例 足場部材内のウォーターサーバー設置例
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【事例 46】 水分・塩分摂取量の管理
脱水症にならないためには十分な水分摂取が不可欠ですが、十分に水分を摂取しない

作業員が少なくありません。特に、暑さをあまり感じず、のどの渇きを訴えない高年齢
者が心配されます。そこで、水分・塩分チェックシート（月単位、各個人 1 枚）を用意
し、そこには必要な水分・塩分摂取量の目安を示し、作業員には休憩ごとにどれくらい
水分、塩分を摂取したか記入させています。

【事例 47】 全作業員に WBGT 値伝達
夏場の現場では、WBGT 値を朝昼の２回計測しています。計測場所は３箇所。朝礼時、

昼礼時に作業員に数値を伝達するとともに、WBGT 値管理表に記録しています。作業
員に WBGT 値を伝えることにより作業員の当事者意識を高め、熱中症防止につなげて
います。



姿勢や表情等も観察！

職長による
問いかけ １．よく眠れたか？

２．おいしく食べたか？

３．体調はよいか？

日頃の健康状態を
しっかり把握！

体調に心配なことがある場合

１　職長による問いかけ

２　結果を所長等へ報告（体調に不安がある場合）

体調

食欲

睡眠
問いかけポイント

会話

動作
ダラダラしていないか？

表情
イキイキしているか？

目
血走っていないか？

会話
ハキハキしているか？

姿勢
シャンとしているか？

質問 この 週間のあなたの睡眠について伺います。
１．寝つくまでに 分以上かかることが、時々ある。
２．毎日のように、寝つきが悪い。
３．夜中に目が覚めることがあるが、再び寝つける。
４．夜中に目が覚め、寝床を離れることが多い。
５．普段より早朝に目が覚めるが、もう一度寝る。
６．普段より早めに目が覚め、そのまま起きていることが多い

３　睡眠スコアを実施

３点以上 当該作業員が所属する事業場へ連絡 もしくは
相談機関等を紹介

３点未満 様子を見る

報告を受けた作業所長等は、直ちに相談機関等へ紹介した方がよいと判断できる場合を除き、
より詳しい健康状態を確認するため「睡眠スコア」を実施。

あてはまる項目 １．３．５＝各１点
２．４．６＝各２点

４　作業員が所属する事業場へ連絡（スコア３以上の場合）

総点が０～２点 OK
３点以上の場合 さらに不眠の原因やストレス状況、
体調と気分の不調について確認する必要あり
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15．健康対策
現場では、作業員の高齢化、働き方改革に伴う疲労対策（過度な疲労の防止）として、

身体の健康、心の健康（メンタルヘルス）など、健康対策の推進が求められている中で
の取り組み事例です。

【事例 48】 健康 KY
建設業労働災害防止協会が推進する健康 KY を具体的に実践しています。
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16．外国人労働者対策
日本語が十分に理解できない外国人労働者の労働災害防止対策を推進している取り組

み事例です。

【事例 49】 非言語動画安全教材
日本語が理解できない外国人でも理解できるよう、言葉のない非言語の安全教材を制

作し、それを見るだけで理解できるようにしています。



基礎工事編

建方工事編
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【事例 50】　ベトナム語施工動画
ベトナム人の作業員を対象に、施工動画「基本施工概要編（基礎・建方・内装）」を

制作しています。基礎・建方それぞれを安全に作業するため、ベトナム語で動画配信し
ています。



・作業手順書（６か国語対応、外国人対策）

作業手順書（ポルトガル語）

作業手順書（中国語）

作業手順書（シンハラ語）

作業手順書（インドネシア語）

【事例 51】 ６か国語作業手順書
英語、ベトナム語、インドネシア語、シンハラ語、ポルトガル語、中国語に翻訳した作業手順書を作成しています。
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17．その他
その他にも、現場の基本的な安全対策である注意喚起、有資格者確認、安全の報・連・

相、安全意識向上方策などの取り組み事例が見受けられます。

【事例 52】 注意喚起ステッカー
現場では設備的な安全対策が難しいことも少なくありません。このような場合、危険

な作業には注意喚起が必要となり、目立ちやすく理解しやすいステッカーを制作し、現
場にそれを貼り付けています。



ews ast ＆ irst
「悪いニュースは、速く最初に」
リスク事案の事実を漏れなく速やかに上長に報告しよう
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【事例 53】 有資格者確認
安全に作業を進めるためには、有資格者の配置が重要になります。誰が資格を持って

いるか一目でわかるようにヘルメットにイラスト付き有資格者シールを貼付しています。

【事例 54】 安全の報・連・相
BNFF「悪いニュースは、速く最初に」のスローガンの下、現場の不安全状態などを

見つけたらすぐに報告することを習慣づけようとしています。
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【事例 55】 安全スローガン募集（応募大幅増！）
毎年、安全スローガンの募集を行っていますが、令和 6 年度の応募数は、前年比 853

人増の大幅増になりました。現場関係者の安全意識向上の成果と言えます。

年１回、10 月に応募。
会議等で応募の意味を次のように伝えています。

「安全スローガンを考える時、普段の自分や仲間の不安全な
行動や設備を思い浮かべ、やってはいけないことを言葉にします。
この行為が、自分自身に安全を誓うことに繋がります。」

年度 応募総数

令和2年度 1151

令和3年度 1202

令和4年度 1356

令和5年度 1301

令和6年度 2154
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